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はじめに（HEADING LEVEL 1）
本稿では、1980年代以降のインドネシアのロンボク島における観光開発の状況を分析し、そこに現れている主な課題を検討する。
)（TEXT BODY）
１　背景（HEADING LEVEL 1）
本章では、ロンボク島における観光開発の歴史的背景を検討し、スハルト政権期における同島の開発をめぐる政治的、経済的要因を明らかにする。
)（TEXT BODY）
２　観光開発の現状：ケース１（HEADING LEVEL 1）
本章では、ロンボク島における観光開発の中でも、前章で自然発展型と名付けたタイプの開発の現状を明らかにするために、ABC村における観光開発の例を検討する。（TEXT BODY）
３　観光開発の現状：ケース２（HEADING LEVEL 1）

本章では、ロンボク島における観光開発の中でも、リゾート大規模開発型と名付けたタイプの開発の現状を明らかにするために、XYZ村における観光開発の例を検討する。
)
４　観光開発の課題（HEADING LEVEL 1）

本章では、第３章および第４章であげたケースを例にとって、ロンボク島における観光開発の課題を、観光開発の先進地域であるバリと比較しつつ、明らかにしていきたい。（TEXT BODY）
おわりに（HEADING LEVEL 1）

本稿では、スハルト政権後期に進展したロンボク島における観光開発の現状とその課題の分析を試みた。その要点をまとめると以下のようになる。（TEXT BODY）
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注（HEADING LEVEL 1）
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